
　

沖
縄
に
は
日
本
に
あ
る
米
軍
施
設

の
約
75
％（
土
地
面
積
）が
集
ま
っ
て

い
る
。米
国
は
沖
縄
を
戦
略
上
の
重

要
拠
点「
太
平
洋
の
要
石
」と
し
て

基
地
強
化
を
図
っ
て
き
た
経
緯
が
あ

り
、そ
の
た
め
米
軍
基
地
が
沖
縄
に

集
中
し
、沖
縄
は
過
重
な
負
担
を
強

い
ら
れ
て
き
た
。

　

そ
し
て
、今
ま
た
普
天
間
基
地
の

辺
野
古
移
転
問
題
で
大
き
く
揺
れ

て
い
る
。中
国
の
台
頭
に
よ
る
ア
ジ

ア
の
危
機
、尖
閣
列
島
の
防
衛
問
題

等
に
よ
り
、沖
縄
の
軍
事
的
な
役
割

が
再
び
議
論
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

日
本
政
府
、米
国
、沖
縄
の
三
つ
巴

の
思
惑
と
駆
け
引
き
に
よ
り
、沖
縄

の
米
軍
基
地
問
題
は
、こ
じ
れ
に
こ

じ
れ
て
し
ま
い
、一
般
市
民
に
と
っ
て

は
理
解
し
が
た
い
問
題
に
な
っ
て
い

る
。そ
こ
で
、全
国
勝
手
連
連
合
会・

総
本
部
は
本
雑
誌
を
制
作
す
る
に

当
た
り
、参
考
資
料
と
し
て
戦
後
か

ら
今
日
ま
で
の
沖
縄
基
地
問
題
の

変
遷
を
整
理
し
て
み
た
。

【
１
９
４
５
年
９
月
２
日
】

　

こ
の
日
、日
本
は
連
合
国
と
の
降

伏
文
章
に
調
印
し
て
正
式
に
戦
争
は

終
わ
っ
た
。そ
の
約
４
ヶ
月
半
前
の
３

月
20
日
、米
軍
は
慶
良
間
諸
島
に
上

陸
し
、日
本
の
行
政
・
司
法
権
を
停
止

し
て
南
西
諸
島
を
米
国
海
軍
軍
政
府

の
管
轄
下
に
置
く
こ
と
を
宣
言
す
る
。

【
１
９
４
９
年
５
月
】

　

米
国
政
府
は
沖
縄
の
長
期
的
保
有

の
方
針
を
決
定
。沖
縄
に
お
け
る
恒

久
的
な
基
地
建
設
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

【
１
９
５
１
年
９
月
８
日
】

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
締

結
。１
９
５
２
年
４
月
28
日
に
発
効

さ
れ
た
。こ
の
条
約
に
よ
り
、沖
縄
は

米
国
の
施
政
権
下
に
入
っ
た
。同
日
、

日
米
安
全
保
証
条
約（
旧
）が
締
結

さ
れ
、こ
の
条
約
に
よ
り
米
軍
は
日

本
で
の
駐
留
権
を
得
た
。

〈
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約　

第

３
条
〉

　

日
本
国
は
、北
緯
二
十
九
度
以
南

の
南
西
諸
島（
琉
球
諸
島
及
び
大
東

諸
島
を
含
む
。）---

省
略---

、を「
合
衆

国
を
唯
一
の
施
政
権
者
と
す
る
信
託

統
治
制
度
」の
下
に
お
く
こ
と
と
す

る
国
際
連
合
に
対
す
る
合
衆
国
の
い

か
な
る
提
案
に
も
同
意
す
る
。こ
の

よ
う
な
提
案
が
行
わ
れ
且
つ
可
決
さ

れ
る
ま
で
、合
衆
国
は
、領
水
を
含
む

こ
れ
ら
の
諸
島
の
領
域
及
び
住
民
に

対
し
て
、行
政
、立
法
及
び
司
法
上
の

権
力
の
全
部
及
び
一
部
を
行
使
す
る

権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

〈
日
米
安
全
保
証
条
約（
旧
）第
１
条
〉

　

平
和
条
約
及
び
こ
の
条
約
の
効
力

発
生
と
同
時
に
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
陸
軍
、空
軍
及
び
海
軍
を
日
本
国

内
及
び
そ
の
附
近
に
配
備
す
る
権
利

を
日
本
国
は
許
与
し
、ア
メ
リ
カ
合

衆
国
は
こ
れ
を
受
諾
す
る
。

【
１
９
５
２
年

４
月
】

　
「
講
和
条
約
」

の
発
効
に
よ
り

日
本
は
主
権
を

◆
沖
縄
に
米
軍
基
地
が
集
中
し
た
経
緯

沖縄県宜野湾市の普天間飛行場 沖
縄「
米
軍
基
地
」問
題
は
、な
ぜ
こ
じ
れ
た
の
か
？

～
二
転
三
転
し
た
基
地
移
設
の
歴
史
～

米軍移設の是非を問う!!

回
復
し
た
。し
か
し
、沖
縄
は
同
条
約

３
条
に
よ
り
、沖
縄
の
主
権（
残
存
主

権
）は
日
本
に
あ
る
も
の
の
統
治
は

米
国
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。同
時
に
、

琉
球
政
府
が
設
立
さ
れ
る
が
、米
国

の
支
配
下
に
お
け
る
形
式
的
な
三
権

分
立
制
で
あ
っ
た
。

【
１
９
５
３
年
】

　

米
国
政
府
が「
土
地
収
用
令
」を

公
布
。強
制
的
に
土
地
を
接
収
し
、新

た
な
米
軍
基
地
建
設
を
行
っ
て
い

く
。こ
れ
に
対
し
て
沖
縄
県
民
は
各

地
で
反
対
運
動
を
起
こ
し
、や
が
て

１
９
５
６
年
夏
か
ら
土
地
接
収
に

反
対
す
る「
島
ぐ
る
み
闘
争
」が
展
開

さ
れ
て
い
っ
た
。

【
１
９
６
０
年
１
月
19
日
】

　

新
安
保
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。旧

安
保
条
約
は
、日
本
政
府
が
米
軍
の

駐
留
を
希
望
す
る
と
い
う
形
式
で
片

務
的
な
性
格
を
持
つ
条
約
で
あ
っ
た

が
、新
安
保
条
約
で
は
、日
米
双
方
が

日
本
お
よ
び
極
東
の
平
和
と
安
定
に

協
力
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

【
１
９
６
５
年
１
月
】

　

佐
藤
栄
作
首
相
が
沖
縄
の
施
政

権
返
還
を
米
国
に
要
請
し
た
。そ
し
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①
普
天
間
飛
行
場
な
ど
６
施
設

の
全
面
返
還
及
び
他
の
５
施
設
の
一

部
返
還
。②
訓
練
及
び
運
用
方
法
の

調
整
。③
騒
音
軽
減
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

の
実
施
。④
地
位
協
定
の
運
用
改
善
。

　

普
天
間
飛
行
場
に
関
し
て
は
、Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｏ
最
終
報
告
で「
５
年
乃
至
７

年
以
内
に
十
分
な
代
替
施
設
が
完
成

し
、運
用
可
能
に
な
っ
た
段
階
で
全

面
返
還
す
る
。代
替
施
設
と
し
て
海

上
施
設
を
沖
縄
本
島
の
東
海
岸
沖
に

建
設
す
る
」と
記
さ
れ
て
い
た
。

【
１
９
９
７
年
11
月
５
日
】

　

日
本
政
府
は
、普
天
間
飛
行
場
の

代
替
施
設
と
し
て
名
護
市
辺
野
古

の
沖
合
に
代
替
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
を

建
設
す
る
案
を
沖
縄
県
に
提
示
し

た
。し
か
し
名
護
市
民
の
反
対
を
受

け
、同
案
の
賛
否
を
め
ぐ
っ
て
議
論
は

白
熱
し
た
。

　【
１
９
９
７
年
12
月
27
日
】

　

名
護
市
市
長
が
、沖
縄
県
庁
の
要

請
を
条
件
付
き
で
受
け
入
れ
表
明
を

行
う
。そ
れ
を
受
け
て
翌
日
、政
府
は

「
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
に
係
わ
る

政
府
方
針
」を
閣
議
決
定
し
た
。

【
１
９
９
８
年
２
月
】

　

大
田
昌
秀
県
知
事
が
海
上
ヘ
リ

ポ
ー
ト
基
地
に
対
し
て
反
対
を
表

明
。１
９
９
８
年
11
月
15
日
の
県
知

事
選
で
当
選
し
た
稲
嶺
恵
一
県
知
事

は
、１
９
９
９
年
11
月
22
日
に「
キ
ャ

ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
水
域
名
護
市
辺
野
古

【
１
９
７
２
年
５
月
15
日
】

　

幾
多
の
難
題
を
経
て
沖
縄
の
本

土
復
帰
が
実
現
し
た
。し
か
し
、第

二
次
世
界
大
戦
終
了
の
直
後
か
ら

◆
一
つ
の
事
件
が
基
地
問
題
を
揺
る
が
す

始
ま
っ
た
ソ
ビ
エ
ト
と
米
国
の
冷
戦

（
１
９
８
８
年
終
結
）の
た
め
、本
土

復
帰
後
も
米
国
は
沖
縄
の
米
軍
基
地

を
重
視
し
続
け
た
。

【
１
９
９
５
年
１
月
】

　

日
米
首
脳
会
議
に
お
い
て
、
村

山
首
相
と
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領

は
、沖
縄
県
の
要
望
が
特
に
強
か
っ

た「
那
覇
港
湾
施
設
の
移
設
」「
読

谷
補
助
飛
行
場
の
返
還
」「
県
道

１
０
４
号
線
超
え
実
弾
射
撃
訓
練

て
同
年
８
月
、佐
藤
首
相
は
沖
縄
を

訪
れ
、「
沖
縄
の
祖
国
復
帰
が
実
現
し

な
い
限
り
、我
が
国
の
戦
後
は
終
わ

ら
な
い
」と
表
明
し
た
。同
年
、米
国

は
ベ
ト
ナ
ム
空
爆
を
開
始
。沖
縄
は

後
方
基
地
と
し
て
使
わ
れ
、米
軍
基

地
か
ら
軍
用
機
が
飛
び
立
っ
た
。

【
１
９
６
８
年
】

　
沖
縄
駐
留
の
米
兵
に
よ
る
事
件
が

多
発
す
る
中
、現
・
う
る
ま
市
の
横
断

歩
道
で
、米
兵
が
飲
酒
運
転
、制
限

速
度
オ
ー
バ
ー
で
運
転
す
る
車
に
よ

り
女
子
高
生
が
轢
か
れ
て
死
亡
し
た
。

市
民
の
猛
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

米
軍
法
会
議
は
ま
た
し
て
も
加
害
者

を
無
罪
判
決
に
し
た
。当
時
、宮
古

高
校
生
だ
っ
た
勝
手
連
・
光
永
勇
会

長
は
、あ
ま
り
の
理
不
尽
さ
に
黙
っ
て

い
ら
れ
ず「
わ
れ
わ
れ
高
校
生
も
抗

議
に
立
ち
上
が
る
べ
き
だ
」と
、仲
間

と
沖
縄
の
各
高
校
を
回
り
参
加
要
請

を
行
っ
た
。そ
し
て
、約
１
万
人
の
高

校
生
が
抗
議
の
た
め
に
集
っ
た
。那

覇
市
・
国
際
通
り
で
抗
議
行
進
を
行

う
１
万
人
の
高
校
生
達
に
多
く
の
市

民
が
熱
烈
な
声
援
を
送
っ
た
。光
永

勇
氏
は
、こ
の
事
件
を
契
機
に
市
民

活
動
家
の
道
を
歩
み
始
め
る
。

【
１
９
６
９
年
11
月
22
日
】

　

佐
藤
栄
作
首
相
は
、ワ
シ
ン
ト
ン

で
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
と
会
談
を
重

ね
、１
９
７
２
年
に「
核
抜
き
本
土

並
み
」で
日
本
に
返
還
さ
れ
る
こ
と

を
日
米
共
同
声
明
で
発
表
し
た
。

の
移
転
」の
解
決
に
努
力
す
る
こ
と

を
約
束
し
た
。

【
１
９
９
５
年
９
月
】

　

沖
縄
で
女
子
小
学
生
が
米
兵
に
乱

暴
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。抗
議
集

会
に
は
８
万
５
０
０
０
人
余
り
の
沖

縄
県 

民
が
集
ま

り
、米
軍
に
対
し

て
激
し
く
抗
議

し
た
。そ
の
怒
り

は
全
国
に
拡
が

り
、沖
縄
の
基
地

問
題
に
人
々
の

注
目
が
集
ま
っ
た
。

こ
れ
を
契
機
に

沖
縄
の
米
軍
基

地
問
題
は
大
き

く
変
貌
し
て
い
く
。

【
１
９
９
５
年

11
月
19
日
】

　

日
米
政
府
は
、

沖
縄
米
軍
基
地

の
諸
問
題
に
本

格
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
、

村
山
首
相
と
ゴ

ア
副
大
統
領
と

の
協
議
の
も
と「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
」（
沖
縄

に
関
す
る
特
別
行
動
委
員
会
）の
設

置
が
決
め
ら
れ
た
。

【
１
９
９
６
年
４
月
12
日
】

　

橋
本
首
相
と
モ
ン
デ
ー
ル
駐
日
大

使
に
よ
り
、普
天
間
飛
行
場
の
全
面

返
還
が
発
表
さ
れ
た
。

【
１
９
９
６
年
12
月
２
日
】

　

日
米
安
全
保
証
協
議
委
員
会
に
お

い
て
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
の
最
終
報
告
が
合
意

さ
れ
た
。そ
の
報
告
書
の
内
容
は
下

記
の
４
項
目
で
あ
っ
た
。
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移
設
と
オ
ス
プ
レ
イ
が
全
国
的
に
脚

光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。

【
２
０
０
４
年
８
月
】

　

普
天
間
飛
行
場
に
隣
接
す
る
沖
縄

国
際
大
学
に
米
軍
ヘ
リ
が
墜
落
炎
上
。

沖
縄
県
民
は
米
軍
に
猛
抗
議
し
た
。

【
２
０
０
６
年
８
月
】

　

辺
野
古
移
設
に
関
し
て
、政
府
・

沖
縄
県
・
名
護
市
の
３
者
で
協
議
す
る

「
移
設
措
置
協
議
会
」が
設
置
さ
れ
、

初
会
合
が
行
わ
れ
る
。

沿
岸
域
を
普
天
間
飛
行
場
の
移
設

候
補
地
と
す
る
」と
、苦
渋
の
決
断
を

表
明
し
た
事
に
よ
り
、辺
野
古
基
地

◆
二
転
三
転
す
る
方
針
と
交
渉

普天間飛行場のオスプレイや潜水艦等の米軍基地移設計画地
「辺野古エリア」

------------------------------------------------------------------------------------------------------------

【
２
０
０
７
年
１
月
】

　

名
護
市
が「
移
設
措
置
協
議
会
」

で
Ｖ
字
型
滑
走
路
の
沖
合
移
動
を
要

求
。翌
月
、仲
井
真
県
知
事
が
名
護

市
の
修
正
案
に
対
し
て
同
意
を
表
明
。

【
２
０
０
８
年
６
月
】

　

沖
縄
県
議
選
挙
が
行
わ
れ
、与
野

党
の
勢
力
が
逆
転
す
る
。そ
し
て
翌

月
、県
議
会
に
お
い
て「
シ
ュ
ワ
ブ
移

設
反
対
決
議
」が
可
決
さ
れ
た
。

【
２
０
０
９
年
９
月
】

　

鳩
山
連
立
政
権
が
発
足
。鳩
山
首

相
は
、普
天
間
基
地
の
早
期
返
還
を

求
め
る
と
同
時
に
、代
替
施
設
は「
最

低
で
も
県
外
移
転
」を
条
件
と
し
、最

終
的
に
は「
海
外
移
転
」を
求
め
る
考

え
を
明
ら
か
に
し
た
。

【
２
０
１
１
年
５
月
11
日
】

　

カ
ー
ル
・
レ
ビ
ン
上
院
軍
事
委
員

長（
他
２
名
）が
、「
辺
野
古
へ
の
移
設

は
現
実
的
で
は
な
く
実
行
は
難
し
い
。

代
替
施
設
を
造
る
よ
り
普
天
間
飛

行
場
に
所
属
す
る
海
兵
隊
の
嘉
手
納

基
地
へ
の
統
合
を
検
討
す
べ
き
だ
」と

の
意
見
を
公
表
し
た
。

【
２
０
１
２
年
12
月
26
日
】

　

第
２
次
安
倍
内
閣
が
成
立
。政
権

と
し
て
は
普
天
間
飛
行
場
の
県
内
・

辺
野
古
移
設
を
引
き
続
き
進
め
た
。

２
０
１
３
年
12
月
25
日
、安
倍
首
相

は
沖
縄
県
知
事
・
仲
井
眞
弘
多
氏
と

会
談
し
、政
府
の
基
地
負
担
軽
減
策

を
示
し
た
。仲
井
県
知
事
は
同
意
し
、

名
護
市
辺
野
古
沖
の
埋
め
立
て
申
請

を
承
認
す
る
方
針
を
固
め
、同
年
12

月
27
日
に
申
請
を
承
認
し
た
。

【
２
０
１
４
年
11
月
16
日
】

沖
縄
県
知
事
選
挙
で
、現
職
の
仲
井

県
知
事
が
落
選
し
、辺
野
古
移
設
反

対
を
公
約
し
た
翁
長
雄
志
が
当
選
し

た
。12
月
14
日
の
第
47
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
で
は
、辺
野
古
移
設
反
対

派
が
県
内
の
４
小
選
挙
区
全
て
を
制

し
た
。自
民
党
候
補
も
全
て
重
複
立

候
補
し
た
比
例
区
で
当
選
し
た
。

【
２
０
１
５
年
７
月
31
日
】

　

翁
長
雄
志
県
知
事
は
、菅
官
房
長

官
と
の
会
談
で
、普
天
間
飛
行
場
の

名
護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
問
題
に
関

し
、前
県
知
事
に
よ
る「
辺
野
古
埋
め

立
て
承
認
」を
取
り
消
す
可
能
性
に

つ
い
て
伝
え
た
。翁
長
県
知
事
は
、私

的
諮
問
機
関
で
あ
る
第
三
者
委
員
会

が「
埋
め
立
て
承
認
に
法
的
な
瑕
疵

が
あ
る
」と
す
る
報
告
書
を
根
拠
に
、

８
月
中
に
も
承
認
を
取
り
消
す
意
向

が
あ
る
と
表
明
し
た
。

※
全
国
勝
手
連
連
合
会
・
会
長
・
光

永
勇
氏
は
、大
揺
れ
・
大
揉
め
し
て
い

る
辺
野
古
移
設
の
問
題
か
ら
視
点
を

移
し
て
、「
自
分
た
ち
の
国
は
自
分
た

ち
で
守
る
べ
き
だ
」と
、自
衛
隊
の
基

地
新
設
を
促
進
す
る
た
め
に
、宮
古

島
、石
垣
島
、与
那
国
島
そ
し
て
辺

野
古
を
急
遽
、訪
問
し
た
。（
17
〜
21

ペ
ー
ジ
に
レ
ポ
ー
ト
掲
載
）

※
本
稿
は
、沖
縄
基
地
問
題
の
中
で

も
、特
に
基
地
返
還
・
移
設
に
関
す
る

出
来
事
を
中
心
に
整
理
し
た
。

　

沖
縄
勝
手
連
、全
国
勝
手
連
連
合

会
・
総
本
部
は
、今
後
と
も
、沖
縄
の

基
地
問
題
、政
治
問
題
、経
済
問
題

に
強
い
関
心
を
持
っ
て
公
平
・
中
立

的
な
立
場
で
情
報
発
信
を
行
い
、沖

縄
の
健
全
化
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。
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